
サカキ
［木本］《中間》

区別のポイント

枝先の頂芽が細長く鎌の形に尖る。

若枝に稜がない。

形態 常緑高木。高さ 10m。

分布 本州（関東地方以西）・四国・九州・沖縄

名前の由来 常緑で栄木（サカエキ）の他、境木（サカイキ）、幸葉木（サキ

ハキ）など諸説ある。

葉 〈全体〉長楕円状広披針形で長さ 7 ～ 10 ㎝、幅 2 ～ 4 ㎝。

〈付き方〉互生。

〈葉柄〉 5 ～ 10 ㎜。 〈基部〉くさび形。

〈葉先〉短く尖る。

〈縁〉全縁。

備考 西部では、好き。

出典 ９

葉は互生し、同じ側を向く。 花は葉脇から咲く。果実は黒く熟す。


